
 
  
 

  
 

Minskyの感情思考モデルに基づく 
認知症の人の感情ひも解きコンテンツの開発 

 

古屋美季†1 エーニンプインアウン†1 神谷直輝†1 石川翔吾†1 竹林洋一†1 
 
概要：筆者らは，介護者の認知症の人の心的状況の理解を支援する目的で，感情思考モデルを用いたコンテンツの開
発を進めている．感情表現モデルで表すことにより認知症の人の感情が理解しやすくなるという有効性や課題を検討
したうえで，介護者が認知症の人の思考について考え学べるコンテンツ開発の可能性を示唆した．  
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Abstract: We develop contents to understand emotions of dementia based on “Minsky’s emotion thinking models” We examined 
efficacy and problem of expression based on “Minsky’s emotion thinking models”, and set any possibility of development 
contents to understand emotions of dementia 

 
 

1. はじめに     

 高齢化が進む社会の中で，認知症の高齢者も増加して

いる．認知症とは，一旦正常に発達した知的能力が持続的

に低下してしまっている状態を指す．認知症の症状の中で

とりわけ特徴的と言えるのが，行動・心理症状（BPSD，

Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia）である．

BPSD は認知症の症状の基盤となる「中核症状」の記憶障

害・見当識障害・理解力の低下などから二次的に起こる症

状であり，主に行動・心理症状とも呼ばれる．具体的な症

状として，攻撃的行動，徘徊，不潔行為などが挙げられ，

これらの症状は介護者を悩ませている[1]． 
本稿では，認知症の人が行動心理症状を引き起こす際の

感情について，感情思考モデルを用いて表すことの有効性

について検討する． 

2. 介護現場における BPSD の“ひもとき”  

対処が難しいとされている BPSD に上手く対処できてい

る介護者が用いている手段の一つとして，“ひもとき”が挙

げられる．“ひもとき”とは，介護者がケアをする上での課

題を明確にし，その人の生活背景や，事象の前後について

状況分析をするなどして事実に基づいた情報の整理をしな

がら本人の感情や事象の原因を導き出す手法を指す[2]． 
介護者はひもときの手法を用いることで，なぜそのよう

な BPSD が起こったのかを探り，そこからどのようにケア

をするかというヒントを得ている． 
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図 1 認知症の症状と BPSD 

 
現在，ひもときを支援するものとして，BPSD の事例を

整理し，提示したサイトなどがある．しかし，これらはテ

キストによる説明がメインであり，認知症の人の感情の表

現が少ないという現状がある． 

 
図 2 ひもとき支援の一例（ひもときねっとから） 

そこで筆者らは，BPSD を起こす際の認知症の人の思考

過程を可視化し感情面を表現することで，介護者のひもと

きを支援する可能性を検討した． 
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3. BPSDを理解するための感情思考モデル 

3.1 Minsky の感情の定義 
筆者らは，思考過程の可視化の方法として，“Minsky の感

情思考モデル”を用いた．“Minsky の感情思考モデル”と

は Marvin Minsky が人間の心の状態（恐怖といった本能的

な感情や，思考プロセス）をモデルで表現したものである

[4]．人間の感情について，Marvin Minsky は，「人間の感情

は単なる喜怒哀楽ではなく，思考プロセス(Ways to Think)
の一種であり，思考素のスイッチを切り替えている脳の中

の状態に過ぎない」と考えている．例えば，この理論を用

いて説明すると，私たちの“怒り”は，脳内で敵意などの

攻撃的な思考素が活発になり，慎重さや冷静さといった思

考素が抑制されている状態である． 
 

 

図 3 感情のスイッチ 

 
3.2 心の 6 階層モデル 
階層モデルとは，私たち人間の思考が，本能的な反応の段

階から，自意識に関する感情の段階まで異なる階層のプロ

セスとして組織されているという感情思考モデルである． 
 

 
図 4 心の 6 階層モデル 

 “Minsky の感情思考モデル”にはこの他にも様々な理論

が詰め込まれている．こういった理論を用いることにより，

「喜怒哀楽」だけでは表現できない認知症の人の複雑な思

考を可視化することができるのではないかと筆者らは考え

た．では実際に，認知症の人の思考を感情思考モデルで示

すことができるのか，その有効性ついて次章で検討する． 

4. 感情思考モデルを用いた認知症の人の思考
の表現 

現場で認知症の人が BPSD を起こす際の事例を用い，感情

思考モデルを提示することの有効性を検討する．有効性を

検討するに当たり，現場でおこりやすい認知症の人の症状

に上手く感情表現モデルを適応できるか考える必要がある．

そこで，今回は，介護現場ではしばしば見られる BPSD の

事例二つに当てはめながら検討する． 
4.1 事例① 物盗られ妄想 
  “物盗られ妄想”の事例に当てはめながら検討をして

いく．“物盗られ妄想”とは，認知症の人が自分のものが盗

られていないのに“盗られた”と勘違いしてしまう症状を

指す[5]．今回は以下の図に示したある認知症の女性の”物
取られ妄想”の事例を感情表現モデルに当てはめていく． 

 

図 5 ある認知症の人の物盗られ妄想の事例概要 

 

 認知症の人が”物を盗られた”と判断するまでの思考を

“Minsky の感情モデル”のなかの階層モデルに当てはめて

ひもときを行なった．認知症の人が物盗られ妄想を引き起

こした際の思考をこの階層モデルに当てはめたものと，そ

の思考に影響したと考えられる要因を以下の図のように表

現した． 

 
図 6 物取られ妄想を階層モデルで描く 

本能的・学習的反応を「財布を見つけようとする」とい

う段階に設定し，認知症の人の思考を段階別に想定し感情

表現モデルで表した．私たちが財布をなくした際は，「どこ

かに落としたのではないか」「置き忘れたのではないか」と
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いった内省的な思考が働く．しかし，認知症の人の思考で

はそういった自分の行動について省みる，内省的な思考が

上手く働いていないということがこのモデルから推測でき

る．この段階で，“判断力の低下”といったアルツハイマー

病の症状の影響を受けているということが示唆される．ま

た，スタッフが盗んだのではないかと考える段階では“周

囲との人間関係”，私が財布をなくすようなミスをするはず

がないと判断する段階では本人の“しっかりもの”という

性格…などそれぞれの思考の段階に本人の性格・環境的な

要因が影響しているということがモデルから読み取られる． 

 
図 7 事例における感情のスイッチ 

第２章で記述した感情のスイッチを関連させて考える

と，自意識的な思考である「私が財布をなくすようなミス

をするわけがない」という彼女の“自分の能力を信じる”

思考素が活性化することで，冷静さや内省する思考素が抑

制され盗まれたという意識に支配されているという状況に

陥っているのではないかということもわかる． 
4.2 事例② 帰宅願望 
次に，帰宅願望を訴える症状についての事例を取り上げ

て説明する．この事例は，認知症の人が自分のいる施設か

ら「自分の家に帰らせてください」と訴え，家族が迎えに

くることなどを伝えても聞き入れてもらえないというもの

である．今回は，以下のような男性の帰宅願望の症状を感

情思考モデルであらわす． 

 
図 8 ある認知症の人の帰宅願望概要 

 
この症状を，前述したように感情思考モデルに当てはめ，

その要因として考えられるものをあらわすと以下のように

なる． 

 
図 9 帰宅願望を階層モデルで描く 

 

私たちが家ではない場所にいるとき，どのような理由が

あってその場所にいるかということが理解できるはずだ．

しかし，事例の認知症の人は，「自分がいる場所がどこなの

か理解できない」という熟考の段階から違う判断をしてい

るということがこのモデルから読み取られる．また，その

段階にはアルツハイマー病の中核症状である，見当識障害

（場所や時間を正しく把握できない障害）が強く影響して

いるということが伺える．また，熟考から上の段階におい

て”周囲との人間関係”の影響や，本人の真面目，几帳面と

いった性格の影響が考えられる． 

5. 感情思考モデルに基づくひもときの可能性 

5.1 感情思考モデルを事例に当てはめたものへの考察 
二つの事例の検討から，認知症の人の事例を感情思考モデ

ルに当てはめることで， 
①思考プロセスにおいて，ある段階で従来の人の思考と違

う判断をしているかということ（図 6,図 7） 
③ある思考にとらわれているため，ほかの思考が抑制され

ていること(図 8) 
②認知症の症状，周囲の状況や個人の価値観といった要因

がそれぞれの思考に影響を与えていること 
を理解でき，単なる喜怒哀楽ではなく，複雑な感情を理解

しやすくなるということがわかった．本論文の２章で述べ

たような従来のひもときの手法では，感情を目で見て理解

するということができなかっただけでなく，段階別に考え

ることやどこで認知症の症状の影響を受けているかという

ことまでは理解できなかった．このようなことか

ら，”Minsky の感情思考モデル”を用いた表現は，従来のひ

もときとは違ったものが得られるという有意性があると言

うことができる． 
5.2 コンテンツへの応用 
介護者には BPSD に感情的・環境的な要因がどのように

影響を及ぼしているかということを学ぶ機会がない．そこ

で，筆者らは感情思考モデルを応用し，介護者が認知症の

人の感情を理解することを学びで支援するコンテンツの開

発を行う． 
私たち制作陣が感情思考モデルを用いてコンテンツを制作
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する際，どうしてもそのモデルには個人的な主観が入って

しまうので介護者がコンテンツ上の感情思考モデルをどう

捉えたか，という選択や評価が重要になる．そこで，以下

のようなサイクルを実現させることで，感情表現モデルに

ついて介護者，制作陣双方が学べる有意義なコンテンツを

目指す． 

 

図 10 コンテンツで目指すサイクル 

 

6. むすび 

本稿では，二つの事例を，感情表現モデルにあてはめて表

現し，感情思考モデルを用いて認知症の人の感情を示すこ

との有意性や課題点，モデルを利用したコンテンツ開発の

可能性を示した．今後は，介護者に感情モデルを理解させ

るコンテンツの提示する具体的な方法や評価の方法につい

て更に検討を行い，今回の考察に沿ったコンテンツの開発

を推進する． 
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